
地域を守る
消 防 団

特集

　総務省消防庁が来年度に全国配布する消防団員募集パンフレット
に、消防団協力事業所のモデルとして、十日町市本町７丁目１の（株）
拓越様 が掲載されました。先行して十日町地域消防本部と各分署で
配布していますので、是非ご覧ください。

※消防団協力事業所とは
　地域の消防防災力の充実強化を目的に、災害時における従業員の消防団活動への配慮
や災害対応の連携・強化を図る企業です。また、協力事業所に対して表示証を交付して
おります。  
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「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
で
は
、
倒
壊
し
た
建
物

か
ら
救
出
さ
れ
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
た
人
の
約

８
割
が
、
家
族
や
近
隣
の
住
民
（
自
助
・
共
助
）
に

よ
っ
て
救
出
さ
れ
、
消
防
や
警
察
、
自
衛
隊
な
ど
の

い
わ
ゆ
る
公
的
機
関
（
公
助
）
に
よ
っ
て
救
出
さ
れ

た
人
は
、
２
割
に
満
た
な
い
数
で
し
た
。

　

ま
た
、「
東
日
本
大
震
災
」
で
は
、
本
来
な
ら
被

災
者
を
支
援
し
な

け
れ
ば
な

ら
な
い

行
政
自
身
も

大
き
な
被
害
を

受
け
て
し
ま
い
、
公
助
の
行
き
届
か
な
い
地
域
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
発
生
し
た
災
害
の
規
模
に
よ
っ
て

は
、
消
防
や
役
所
な
ど
の
行
政
が
被
災
者
を
充
分
に

支
援
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
【
公
助
の
不
足
・

限
界
】
に
陥
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

消
防
団
が
地
域
を
守
る
！

山
間
地
域
消
防
団
の
維
持
に
課
題

　

十
日
町
市
・
津
南
町
の
中
で
も
、
特
に
山
間
地
域

集
落
の
消
防
団
に
つ
い
て
は
人
員
の
確
保
や
維
持
が

困
難
な
状
況
と
な
り
、
山
間
地
域
の
防
災
力
低
下
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
に
頼
り
に
な
る
の
が
、
公
助
と
自
助
・

共
助
の
懸
け
橋
と
な
る
「
消
防
団
」
で
す
。

　

前
号
で
紹
介
し
た
と
お
り
、
消
防
職
員
の
20
倍
以

上
と
い
う
圧
倒
的
な
要
員
動
員
力
と
地
域
事
情
に
精

通
し
即
時
対
応
力
を
有
す
る
こ
の
組
織
は
、
災
害
が

大
規
模
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
そ
の
力
を
発
揮
し
ま
す
。

　
　

し
か
し
…

　
　
　
　

こ
の
地
域
を
守
る
消
防
団
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　

い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

消
防
団
員
数
の
減
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
要
因
と
し
て
、
過
疎
化

　
　
　
　
　
　
　
　

や
少
子
高
齢
化
、
あ
る
い
は
帰

　
　
　
　
　
　
　

属
意
識
の
希
薄
化
と
い
っ
た
地
域

　
　
　
　
　

社
会
の
変
容
が
あ
げ
ら
れ
る
ほ
か
、
今

　
　
　

後
も
見
込
ま
れ
る
人
口
減
少
な
ど
、
消
防
団

の
活
動
力
低
下
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

過
去
10
年
間
の
消
防

団
員
数
は
年
々
減
少
の

一
途
を
た
ど
り
、
現
在

で
は
２
５
０
０
人
弱
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

年
齢
別
に
見
る
と
若
年

層
団
員
の
減
少
率
が
高

く
、
平
均
年
齢
の
上
昇

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

「
消
防
団
の
課
題
」

「
公
助
を
補
う
消
防
団
」

「
消
防
団
が
地
域
を
救
う
」

 

　
災
害
の
規
模
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
消

防
署
だ
け
で
対
応
す
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
り
ま

す
。
現
在
、
広
域
的
な
救
援
活
動
と
し
て
、
県
外
な

ど
他
地
域
か
ら
応
援
し
て
も
ら
う
「
緊
急
消
防
援
助

隊
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
応
援
要
請
を
し

て
か
ら
被
災
地
で
活
動
を
開
始
す
る
ま
で
に
は
、
あ

る
程
度
の
時
間
を
要
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
に
根
づ
い
た
消
防
団
の
活
躍

が
重
要
と
な
る
の
で
す
。

防
災
の
要
は
地
域
に
あ
り

　
災
害
が
発
生
し
た
直
後
の
地
域
住
民
同
士
の
助
け

合
い
や
人
命
救
助
、
初
期
消
火
へ
の
適
切
な
対
応
で
、

被
害
の
状
況
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
、
日
ご
ろ
か
ら
各
種
災
害
へ
の
備
え

や
応
急
手
当
訓
練
な
ど
を
行
い
、
ま
た
、
近
隣
家
屋

の
立
地
場
所
や
家
族
構
成
な
ど
の
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の

事
情
に
精
通
し
て
い
る
消
防
団
は
、
災
害
の
種
類
に

応
じ
て
的
確
な
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

大
き
な
災
害
が
発
生
し
、

自
分
や
家
族
に

命
の
危
機
が
迫
っ
た
と
き
…

い
ち
早
く
そ
れ
に
気
付
き
、

救
出
活
動
を
始
め
て
く
れ
る
消
防
団

「
地
域
に
消
防
団
が
い
て
く
れ
る
」

と
い
う
心
強
さ
が
、

真
の
「
安
心
・
安
全
」
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

地
域
に
貢
献
す
る
消
防
団
に
…
　

　
皆
さ
ん
か
ら
少
し
で
も
地
域
の
消
防
団
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
活
動
す
る
消
防
団
員
を
励
ま
す

と
と
も
に
、
地
域
の
若
者
を
消
防
団
へ
送
り
出
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
そ
う
し
た
積
み
重
ね
が

消
防
団
を
活
性
化
し
、
災
害
に
強
い
地
域
の
礎
と
な

り
、
活
気
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
防
災
の
担
い
手
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

　
消
防
団
員
は
一
年
を
通
し
て
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
十
日
町
地
域
消
防
本
部
又
は
各
分
署
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
は
全
国
で
多
く
の
災
害
が
発
生
し
、
一
年
を
象
徴
す
る
漢
字
に
「
災
」
の
字
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
同
じ
「
災
」
の
字
が
選
ば
れ
た
２
０
０
４
年
に
は
、十
日
町
市
・
津
南
町
で
は
「
新
潟
・

福
島
豪
雨
」、「
中
越
地
震
」、「
豪
雪
」
と
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
災
害
が
三
事
例
発
生
し

ま
し
た
が
、
そ
の
度
に
住
民
同
士
や
消
防
団
、
行
政
が
協
力
し
合
い
、
地
域
が
一
丸
と
な
り
乗

り
越
え
て
き
ま
し
た
。
前
号
に
続
き
、
大
規
模
災
害
か
ら
地
域
を
守
る
た
め
に
重
要
な
カ
ギ
と

な
る
「
消
防
団
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　消防団員は人口減少に比例して減少が著
しく、この 10 年間で約 10％減少しています。
　年齢別割合の推移をみると、40 才以下の
消防団員の割合が減少していることがわか
り、これは消防団員の高齢化も示しています。

【消防団員の年齢別割合の推移】

【消防団員数の推移】



　
　

　消防団員募集中
一緒に
　　  仲間になろう！

▼
火
災
件
数
は
、
前
年
と
同
じ
25
件
と
変
わ
ら
な

か
っ
た
も
の
の
、
住
宅
火
災
が
建
物
火
災
14
件
中

６
件
と
前
年
よ
り
３
件
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、

火
災
に
よ
る
死
者
の
発
生
は
な
く
、
負
傷
者
も
少

な
い
人
数
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
出
火
原
因
を
見

る
と
「
電
気
装
置
」
や
「
配
線
」
と
い
っ
た
電
気

に
関
連
す
る
出
火
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。一
方
、

暖
房
器
具
か
ら
の
出
火
は
、
例
年
と
比
べ
て
少
な

い
件
数
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
ま
だ
ま
だ

寒
い
日
が
続
き
ま
す
の
で
、
暖
房
器
具
の
取
扱
い

に
は
十
分
に
ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
救
急
は
、
高
齢
者
搬
送
の
増
加
が
全
体
の
件
数

を
押
し
上
げ
て
お
り
、
年
々
増
加
の
一
途
を
辿
っ

て
い
ま
す
。
し
ば
ら
く
は
高
止
ま
り
の
傾
向
に
あ

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
十
日
町
地
域
消
防
署
で
は

昨
年
４
月
よ
り
出
動
す
る
救
急
車
を
１
台
増
や

し
、
多
く
の
救
急
事
案
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
皆

様
も
引
き
続
き
、
ケ
ガ
の
予
防
や
健
康
管
理
に
気

を
つ
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
星
名

第 69 回新潟県ポンプ操法競技会
　　　　   出場消防団員の皆さん
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管内人口の 22 人に 1 人の割合で

救急搬送されたことになります !!

数から見える数から見える

人

救急搬送人員

年齢別
搬送人員

傷病程度別
搬送人員

新生児
乳幼児
少　年
成　年
高齢者

11 人
69 人

79 人
632 人

2017 人

主な火災原因

たき火 (7 件 )
こんろ (3 件 )
電気装置 (2 件 )
電灯・電話等の配線 (2 件 )
取灰 (2 件 )
風呂かまど (1 件 )
たばこ (1 件 )
放火の疑い (1 件 )
煙突・煙道 (1 件 )
その他不明調査中
                      (5 件 )

件

救急

前年比＋ 36 件
件

火災

前年比±０件
火災種類別

前年比＋ 41 人

軽症が
約４割 !!

前年と
同件数 !!

死者 0 人
負傷者４人

１日に約８件の

救急出動 !!

約 7割 !!
65 歳以上の高齢者が

( ＋３件 )


